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【発表のポイント】

l 急速に普及しつつある加熱式タバコの喫煙者の特性を調べた研究は進ん

でいません。

l 2017 年のウェブ調査から、この利用者の社会人口学的特徴を調べました。 
l 加熱式タバコの喫煙は、若者及び所得の高い者で多いことがわかりました。 
l 加熱式タバコは、喫煙率の低い若者と高所得者の喫煙率のさらなる低下を

妨げる可能性があります。加熱式タバコ喫煙者の属性にも対応した、タバ

コ規制政策が必要だと考えられます。

【概要】

 若者や社会経済的地位の高い者の喫煙率は低いことが報告されていますが、

急速に普及しつつある加熱式タバコの喫煙者の特性を調べた調査は多くあり

ません。そこで加熱式タバコ喫煙者の社会人口学的特徴を分析しました。

2017 年に実施されたウェブ調査に回答した 20～69 歳の男女 4,926 人の、

年齢と所得で分析をした結果、若者と高所得者で加熱式タバコの喫煙が多い

ことがわかりました（図１、２参照）。他の社会経済的地位の指標（学歴及び

職業）でも、社会経済的地位の高い者に加熱式タバコ喫煙が多くみられました。 
紙巻きタバコでは喫煙率が低い若者と高所得者に加熱式タバコ喫煙が多い

ことは、喫煙率の低下を妨げる可能性があります。加熱式タバコを含めたタバ

コ規制政策を検討するためには、加熱式タバコ喫煙者の属性にも対応する必

要があると考えられます。

若者と高所得者の加熱式タバコ喫煙率は多い 

―喫煙率低下の妨げとなる可能性が判明― 



 
図１．解析対象者の年齢及び等価所得の分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※割合（%）は、「紙巻きタバコのみ喫煙者」、「加熱式タバコ喫煙者」のそれぞれの総数を分母
としたときの各群の割合である。 
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図２．年齢及び等価所得による加熱式タバコ喫煙のオッズ比及び 95%信頼区間 

 
 

 

aOR：調整オッズ比 
I：95%信頼区間 
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男性では等価所得 200 万円
以下群に比べて、400万円以
上群は加熱式タバコを 2.93
倍使用していた（95%信頼区
間：1.56-5.49）。 

60-69歳と比べて、20-29
歳は、男性では 7.90 倍
（95%信頼区間：3.09-
20.22）、女性では 9.28倍
（2.14-40.28）加熱式タバ
コを使用していた。 



 

 

【詳細な説明】 
 
■背景 
喫煙はがんや循環器疾患など多くの疾患による死亡リスクを高めることが報告

されています。近年、日本では加熱式タバコが急速に普及しています。普及し

て間もない加熱式タバコの健康影響については明らかになっていないため、従

来の紙巻きタバコと同様に対策すべきだとされています。喫煙率には社会経済

状況等により格差が存在することが明らかになっています。先行研究で、加熱

式タバコの認知度及び使用経験割合は報告されていますが、加熱式タバコ喫煙

者の属性について調べた研究は多くありません。そこで、私たちは加熱式タバ

コ喫煙者の社会人口学的特徴を明らかにすることを目的に研究を行いました。 
 
■方法 
2017 年に日本で 20-69 歳を対象として行われたウェブ調査のデータを用いて、

横断研究を行いました。「非喫煙者」、「紙巻きタバコのみ喫煙者」及び「加熱式

タバコ喫煙者（その他のタバコとの併用を含む）」の 3 群に分類した 4,926 人を

分析対象としました。独立変数は年齢及び社会経済状況とし、社会経済状況に

は等価所得を用いました。従属変数は喫煙状況としました。多項ロジスティッ

ク回帰分析により、非喫煙者と比較した、加熱式タバコ喫煙のオッズ比（OR）

を算出しました。さらに、解析対象者を喫煙者に限定し、ポアソン回帰分析に

より紙巻きタバコのみ喫煙者と比較した、加熱式タバコ喫煙の prevalence ratio
（PR）を算出しました。解析は性別で層化し、年齢及び等価所得を共変量とし

て使用しました。感度分析として、学歴及び職業を用いた解析を行いました。 
 
■結果 
解析対象者のうち、「非喫煙者」は 4,077 人（82.8%）、「紙巻きタバコのみ喫煙

者」は 700 人（14.2%）、「加熱式タバコ喫煙者」は 149 人（3.0%）でした。男

女ともに、60-69 歳と比べて 20-29 歳は加熱式タバコを有意に多く使用してい

ました（男性：OR=7.90（95%CI=3.09-20.22）、女性：OR=9.28（2.14-40.28））。
男性では、等価所得 200 万円群と比べて 400 万円以上群は有意に多く加熱式タ

バコを使用していました（OR=2.93（95%CI=1.56-5.49））。喫煙者だけを解析

対象にした場合も、同様の結果が認められました。また、他の社会経済的地位

の指標（学歴及び職業）を用いた場合にも、社会経済的地位の高い者に加熱式

タバコ喫煙者が多いという結果は一貫していました。 
 
■結論 
2017 年に実施されたウェブ調査のデータを用いた研究の結果、若者と高所得者

が加熱式タバコを多く使用していました。 



■本研究の意義 
今回の研究により、若者や社会経済的地位の高い者に加熱式タバコが多く使用

されていることが示されました。一般的に、日本ではこれらの人々の喫煙率は

低いことが報告されているため、紙巻きタバコとは対照的であると言えます。

そのため、加熱式タバコの普及により、日本で経年的に減少している喫煙率の

低下が妨げられる可能性があります。本研究では、自記式のアンケートを使用

しているため、誤分類の可能性があります。しかし、自己申告の喫煙状況は、

実際の喫煙状況よりも過小評価される傾向があることが報告されています。し

たがって、本研究では、加熱式タバコ喫煙の存在率を過小評価する可能性があ

ります。また、本研究のアンケートは、加熱式タバコの喫煙の有無を、具体的

な製品名を挙げて質問しました。一般の人々は加熱式タバコと電子タバコを区

別することは難しいと考えられているため、製品名を使用して質問したことに

より、加熱式タバコ使用者を明確に区別できたと考えられます。加熱式タバコ

を含めたタバコ規制政策を検討するためには、今回の研究結果で示された、加

熱式タバコ喫煙者の属性にも対応する必要があると考えられます。 
 
 
表１．解析対象者の年齢及び等価所得の分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

n % n % n % n %
男性 合計 2,443 100 1858 76.1 472 19.3 113 4.6

年齢
20–29 486 19.9 390 21.0 54 11.4 42 37.2
30–39 489 20.0 375 20.2 84 17.8 30 26.5
40–49 492 20.1 355 19.1 115 24.4 22 19.5
50–59 486 19.9 358 19.3 114 24.2 14 12.4
60–69 490 20.1 380 20.4 105 22.2 5 4.4

等価所得
200万円未満 571 23.4 463 24.9 95 20.1 13 11.5
200-299万円 533 21.8 407 21.9 105 22.3 21 18.6
300-399万円 502 20.5 363 19.5 111 23.5 28 24.8
400万円以上 837 34.3 625 33.7 161 34.1 51 45.1

女性 合計 2,483 100 2,219 89.4 228 9.2 36 1.4
年齢
20–29 496 20.0 454 20.5 24 10.5 18 50.0
30–39 495 19.9 453 20.4 36 15.8 6 16.7
40–49 497 20.0 427 19.2 63 27.6 7 19.4
50–59 497 20.0 435 19.6 59 25.9 3 8.3
60–69 498 20.1 450 20.3 46 20.2 2 5.6

等価所得
200万円未満 673 27.1 593 26.7 72 31.6 8 22.2
200-299万円 576 23.2 528 23.8 43 18.9 5 13.9
300-399万円 549 22.1 491 22.1 47 20.6 11 30.6
400万円以上 685 27.6 607 27.4 66 28.9 12 33.3

合計
(n=4,926)

非喫煙者
(n=4,077)

紙巻きタバコのみ
喫煙者
(n=700)

加熱式タバコ
喫煙者
(n=149)



表２．年齢及び等価所得による加熱式タバコ喫煙のオッズ比及び 95%信頼区間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

b 

aO R (95% C I)

男性 年齢
 (n=2,443) 20–29 7.90 (3.09–20.22)

30–39 5.48 (2.10–14.32)
40–49 4.18 (1.56–11.19)
50–59 2.51 (0.89–7.09)
60–69 1.00 (reference)

等価所得
200万円未満 1.00 (reference)
200-299万円 1.74 (0.86–3.53)
300-399万円 2.67 (1.36–5.25)
400万円以上 2.93 (1.56–5.49)

女性 年齢
 (n=2,483) 20–29 9.28 (2.14–40.28)

30–39 2.94 (0.59–14.65)
40–49 3.54 (0.73–17.17)
50–59 1.44 (0.24–8.66)
60–69 1.00 (reference)

等価所得
200万円未満 1.00 (reference)
200-299万円 0.75 (0.24–2.30)
300-399万円 1.84 (0.73–4.64)
400万円以上 1.82 (0.73–4.54)

a 年齢及び等価所得を調整
aO R: 調整オッズ比
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